
地域の自然や文化、観光を含む産業等の教育資源を活用した体験活動  

 

 

 

 

 
１ 活動の概要 

  本校では、ジオパーク認定を目指す鹿追町で、ジオパークについて理解し、発信する学習

活動を行いました。鹿追の然別湖畔には、夏でも低温を維持する「風穴（ふうけつ）」があり

ます。この「風穴（ふうけつ）」と、周辺の自然環境を現地調査するなどしてまとめ、鹿追町

の自然環境をＰＲするパンフレットを作成し、修学旅行先で街頭配布してＰＲしました。ま

た、鹿追町の知名度を調べる調査をあわせて行いました。 

 

２ 活動の様子 

然別湖畔の山では「がれ場」とよばれる岩塊（がんかい）斜面が多数みられます。その奥底

には日本一古いとされる永久凍土があり、夏場でも冷気を出しています。私たちはこの「風

穴」を調査し、調査結果は、パンフレットにまとめることとしました。                  

【パンフレット】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

修学旅行で訪れた仙台駅と新千歳空港で、生徒が作成したパンフレット（上記）を使っ

てのＰＲと、鹿追町の知名度を調べるアンケートを行いました。１０人の生徒で１００人

にＰＲと調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ Ｎａｖｉポイント 

    

 

 

 

 

４ ＵＲＬ   

鹿追町立瓜幕中学校：http://academic4.plala.or.jp/urimakuj/ 

鹿追町立瓜幕中学校 

専門のガイドの方に説

明を受けながら調査を

行った。 

風穴では内外の温度や風

速を測定して記録した。 

アンケート調査はグラフにまとめ、授業や

学級新聞で取り上げ、考えを深めた。 

○ 地域人材と連携して身近な地域を学び、町内外の人々とのふれあいをとおして地域

について考える学習などにより、自分たちの町のよさに気付かせることが大切です。 

○ 学んだことをまとめ、その成果を発信し、そこからまた新たな課題を見つけるな

ど、探究的な学習の過程を踏まえることが大切です。 


